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 ロータリー創立日 1905年2月23日 

 千歳ＲＣ創立日  1967年4月26日 

 本日の例会 （２月18日 第３4回）夜間移動例会                     担当：親睦活動委員会 

第３2回（通算2４１2回）通常例会報告 

日時：2016年2月4日（木）12：3０～13：30 

場所：ＡＮＡクラウンプラザホテル千歳 例会場 

プログラム：通常例会（千歳市長卓話） 

担当： 三役 

進行：ＳＡＡ・プログラム委員会 藤井 雅一 副委員長 

四つのテスト：親睦活動委員会 大澤 雅松 委員 

千歳ロータリークラブホームページ http://www.chitose-rc.jp 

 本日は大変お忙しい中、千歳市長 山

口幸太郎様の卓話をいただきます。あり

がとうございます。 

  

 さて昨今、よくテレビ等で見聞きする

のが、日々の飲食や暴飲暴食、そして運

動不足などによる不健康な生活によって

引き起こされる病についての報道です。 

今日は、「歯の健康」について、話して

みたいと思います。今は「予防歯科」の時代と言われています。何

らかの病状が出るのを未然に防ぎ、丈夫で健康な歯を１本でも多く

長く保つことが重要とされているそうです。「痛くなったから歯医

者に行く」このような考えは間違った常識だそうです。歯の健康は

体の健康と密接に関わっている」ようで、「歯の本数と生存率」を

15年間に亘って調査した結果、男性は60歳を過ると、自分の歯が

多く残っているほど寿命が長くなる傾向が現れ始め、80歳以上で

は男女とも残っている歯の本数が多い人ほど寿命が明らかに長いこ

とがわかったそうです。 

 福岡県の調査では､実際に80歳の男女を対象にした結果､歯の１

本もない人は、20本以上残っている人の２倍も死亡リスクが高い

という結果が出たそうです。さらに、「かむ力」の低い人は寝たき

りや、要介護になるリスクが7.5倍になるというデータがあるそう

です。  

 歯の健康は、歯の問題ではなく、健康寿命とも深くかかわってい

るのだそうです。皆さん、予防歯科のためにかかりつけの歯医者に

行き、健康な生活を送りましょう。  

 

 私の歯は、２本だけ入れ歯ですがその他は治療はしておりますが

自分の歯です。 

会長挨拶（沼田 常好 会長) 

千歳ロータリークラブ会報 

沼 田 会 長 方 針 

「利己と利他の調和のもと、共に楽しく歩む」 
  会 長 沼田 常好   副会長 大西 信也    幹 事 藤川 俊一 

  会長エレクト 大西 信也    会 計 今野 良紀   

第2510地区ガバナー 嵯峨 義輝 第７グループ・ガバナー補佐 坂井 治 

２０１６年２月18日 

第30号 （通算22８1号） 

    ～２月は平和と紛争予防/紛争解決月間～  

幹事報告（藤川 俊一 幹事） 

お客様紹介（紹介：大西 信也 副会長） 

１．千歳市長 山口幸太郎様、本日の卓話

よろしくお願いします。 

  

２．1月30日、31日の2日間、かねてから

ご案内しておりました3年未満の新入会員を

対象にした「新入会員合宿セミナー」が登

別市において行われました。千歳RCからは

若干名の参加があり、参加会員から話を聞

いたところ、有意義な研修だったとのこと

です。参加された会員の方はお疲れさまでした。 

  

３．クラブ細則の改正（案）をFAXあるいはメールで会員の皆様

に周知致します。近日中に臨時総会を開催する予定です。ご意見の

ある会員の方は幹事までご連絡ください。 

  

４．2月25日の通常例会は航空自衛隊第2航空団司令兼千歳基地司

令の安藤 忠司様の卓話となります。数多くの会員の皆様の出席を

お願いします。 

 「ロータリーの友1月号」に出ております

「マイナンバー 会社のリスクと対策」をお

話したいと思います。社会保険労務士の時

枝慎一郎（川口シティ鳩ヶ谷ＲＣ）様が友

愛の広場に投稿されておりますので紹介い

たします。 

  

 マイナンバーとは、いわゆる「国民総背

番号」です。税や社会保険料の徴収漏れをなくすため1月から国が

導入しました。会社への影響は、従業員（業種によっては顧客も）

のマイナンバーを厳重に管理しなければならなくなることです。今

年1月以降は、源泉徴収票や雇用保険の手続き用紙にマイナンバー

を記載することが必要になります。 

  

 将来的には個人の収入・財産情報とつながる重要なマイナンバー

を会社が外部に漏えいした場合、その責任を問われるリスクがあり

ます。顧客の個人情報の例ですが、以前、大手通信教育会社が顧客

の氏名・住所などを流失させた時、1人当たり500円の図書券を配

布しました。 

 個人の預貯金などの情報と結びつくマイナンバーが漏えいした場

合、いったい会社がいくらの賠償を支払うことになるか想像もつき

ません。仮に運よく請求されなかったとしても、情報漏えい事件と

して新聞などに小さく載るだけでも商売への影響は避けられないで

しょう。 

 

 これからの時代、顧客や社員が安心を感じる情報セキュリティー

体制を社内に築くひとは、奉仕のひとつであるとも言えます。マイ

ナンバー対応は面倒と捉えず、顧客や従業員の「喜びづくり」の機

会と思って取り組めば、楽しみを見いだせるのではと思います。 

 

～詳しくはホームページをご覧下さい～  

 

 

 

 

 

 

 
 本日のお客様は、当クラブ名誉会員でもあります千歳市長の山口 

幸太郎 様です。   
ロータリー情報紹介（川端 清 PC） 
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出席率 

今回：74.1％（  2月4日＝43／58 実数） 

確定：67.2％（  1月21日＝39／58､うちMu0名） 

ニコニコＢＯＸ 

1．山口 幸太郎 名誉会員 久しぶりの例会出席です。 

  

2．沼田 常好 会長 ①山口市長、今日は卓話よろしくお願いしま

す。②本日の例会、よろしくお願いします。 

  

3．腰越 くり子 会員 山口市長ようこそ千歳RCへ。2月18日夜

間例会は親睦で担当いたします。楽しい企画を考えていますのでよ

ろしくお願いします。 

  

4．小畑 彰 会員 先日久しぶりに、未成年飲酒で活動停止中の

サッカー部を励ますための飲み会に行ってきました。10人ちょっ

とOBがいましたが、4人がロータリアンでした。 

  

5．五十嵐 桂一 会員 昼の例会に久しぶりに出席しました。山口

市長、本日はありがとうございます。 

  

6．川端 清 PC 年男ではないのに豆まきに参加して、今年も無事

でありますようにお願いして来ました。 

  

7．藤井 雅一 会員 嫁の誕生日にお花をいただきありがとうござ

います。 

本日のニコニコＢＯＸ   7名   9,000 円  

三役担当卓話 

講師紹介：沼田 常好 会長  

 本日は、山口市長の卓話でございます。皆さ

まご存知のように山口市長は市議2期、道議が

3期、市長が4期目に入っております。山口市

長のお人柄はご承知の通りであり、千歳市の代

表として先頭に立って強いリーダーシップを発

揮なさっております。そしてご存知のように、

千歳市は右肩上がりで成長しているところであ

ります。本日の卓話は、出前講座「みんなで夢、実現～千歳市の

まちづくり」というテーマです。では、山口市長様よろしくお願

い申し上げます。  

 

ゲスト卓話講師：千歳市長 山口 幸太郎 様(千歳RC名誉会員)   

 本日はお招きいただきましてありがとうご

ざいます。私もロータリー会員で久しぶりに

出席させていただきました。皆さま方には、

色々と市にご協力いただいております。特に

桜の植樹をしていただきありがとうございま

す。桜は河畔公園を中心に千歳橋から日の出

橋まで数年かけて約70本成木を補うこととし

ています。今年は14本植えることとしていま

す。なぜ成木を植えるかといいますと、幼木

だと花が咲くまで年月がかかるため、成木を植えて毎年花見が出

来るようにしたいと思っています。その財源は「ふるさと納税」

を基金にして整備することにしています。 

 

 ただ今、ご紹介いただいた通り、4期目の市長を就任させていた

だきました。本日は短い時間ですが、改めて市長として目指して

いることを簡単に申し上げたいと思い、用意をしてまいりまし

た。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 「みんなで夢、実現」これが私の政治信条であります。市議・

道議・市長をやって今年で30年になりますが、北海道議会のとき

に政治信条を確立したいと思っていたのがこの言葉であります。

なぜ「みんなで夢、実現」かと申しますと、この『で』というと

ころがポイントでありまして、高度成長時代の日本と言うのは、

その国づくり・地域づくり・町づくりの主役は国であったり地方

自治体であったり企業でありました。国民・住民・市民というの

はその企業の傘下のもと、あるいは国が決めたことに従っていれ

ば自然と経済が上がっていくそのような時代でありました。主役

は国でした。ですからその時は「みんな『の』夢、実現」の為に

会社が先頭になって「みんな『の』夢、実現」のために行政が先

頭になっていた時代でした。これからは価値観が多様化します。

ライフスタイルが変化します。それぞれの皆さま方の考え方が変

わってきます。行政が主役になって市民生活をカバーすることは

不可能になります。そこで「みんな『で』夢、実現」、それぞれ

の自己実現のために自助努力をいたしましょう。自助努力で足り

ない分はお互いに助け合いましょう。それで足りない分は国が、

行政が、会社がという考え方にたとうということで「みんな

『で』」という言葉を使ったのが私の政治信条であります。私は

民間から市長になりましたので、市の職員にどのような政治志向

で進むのかを示すため、私の考える町づくりを５つ掲げました。 

 

 その1つ目が、やはり地方自治を確立するためには「国の事業に

無批判に語らない」。 100％国の政策に頼っている、あるいは北

海道に頼っている、ということになりますと地方は自立できませ

ん。千歳は自立できません。ですから国の政策に無批判に語らな

い仕事をみんな考えましょう。そのためにはみんなで創意工夫し

なければならないと申し上げました。  

 

 2つ目は、「市民と課題共有しましょう」ということ挙げまし

た。今取り組んでいるのは夜間急病センターです。新しく夜間急

病センターを建設したいと思っていますが、市民の皆さんと課題

を共有することが今後、夜間急病センターを存続させるために重

要であると思っています。  

 

 3つ目は、課題を共有し市民の皆さん方がそれを理解して意識を

変えること「市民意識の変革」ということを掲げています。これ

からの町づくりは自分たちが主役になっていくことがあることを

理解していただくということは大事だということです。具体的に

は市民協働という事業を立ち上げて町の仕事に参加していただく

システムを作りました。 

 

 4つ目は、千歳の町をどうするかというと「千歳の町の良さを発

揮しましょう」と話しました。良さを最大限に伸ばすということ

が成長の道です。千歳の持っている良さや特性・優位性・可能性

ということですが、それを最大限に発揮しましょう。  

 

 5つ目は、それができたら「持続可能なシステム」にしましょ

う。行政システム・財政システムを確立しましょう。  

 

 この5つを挙げて今日まで至っております。このことを主体に1

年間の課題・予算編成を行っております。  

 

〇自衛隊の体制維持・強化について 

〇空港民営化について 

〇千歳市の人口の増加を最大限の目標にしている 

 

 全体の中の千歳市の立ち位置は高い所にあります。国の事業と

直結したり、国の施設と直結したりと国の都合で左右されるので

すが、国の一方的な都合で左右されないように、市民力を強め、

しっかりと対応できるよう、これからも頑張っていきたいと思っ

ております。 

  

※最後に山口市長は、引き続きロータリークラブの皆さまには活

動を通じて町づくりに貢献していただきますようにお願いすると

共に、行政へのご支援もお願いします、と結ばれました。 

 

～詳しくはホームページをご覧下さい～  


